








































































































































































































































（11） Mouffe （2005=2008, p80）





























































































































































（17） Giddens （1990=1993, p50）
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（20） Giddens （1994=1997, p339）
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［抄　録］
アンソニー・ギデンズやウルリッヒ・ベックらに先導されてきた再帰的近代化論は，
1980年代以降の社会変動を高い精度で説明する〈時代診断学〉として注目を集め，2000年
代のイギリスやドイツにおいては，政府の政策形成にも少なからぬ影響を与えてきた。し
かし，政治学者のシャンタル・ムフは，ギデンズらのポスト伝統的社会秩序の構想は社会
的な連帯を痩せ細らせ，極右主義の台頭を招いたと批判する。ムフは政治における「対抗
者」の存在自体が抹消されてしまったことで，カール・シュミットのいう「政治的なもの」
が無視されていることを危惧する。
脱伝統化と個人化によって既存の社会集団が徹底的に解体されていく中，人々は人やシ
ステムに対する信頼の揺らぎから，彼／彼女らの生に深く関わる苦悩や不安を感じ，こう
した不安を媒介して「不安の共同体」とでも呼ぶべき集団を生み出す。だが，「不安の共
同体」はその成り立ちの性質上，集団の維持・再生産に大きな困難を抱えており，また，
かつて共同性の主たる基盤であった土地的性格を喪失していることから，こうした集団が
政治的対立に直面した場合，極めて排他的で剥き出しの敵対性を表出することになる。再
帰的近代社会において集団的アイデンティティを巡る集団間の対立が解消されていくとい
う想定は楽観的に過ぎ，再帰的近代化の帰結として生じる敵対的な関係性を解決するため
の新たな問題設定が求められる。
